
 

国立大学法人島根大学役員会（第３４５回）＜議事要録＞ 

 

日 時   令和元年１２月３日（火） １４：００ ～ １６：００ 

場 所   本部棟３階 特別会議室 

出席者 服部学長，秋重理事，荒瀨理事，井川理事，吉田理事，宮脇理事 

欠席者   藤田理事 

〔陪席：平野副理事，千家監事，篠塚監事，企画部長，教育・学生支援部長，総

務部長，医学部事務部長，地域連携・研究協力課長，教育企画課長，総

務課長，財務課長，経理・調達課長，医学部総務課長，監査室長，上野

所長（日立金属株式会社冶金研究所）〕 

 

議題に先立ち，学長から島根大学役員会規則第６条の規定に基づき，役員会において意見

を聴く関係者として，日立金属株式会社 冶金研究所 上野所長に出席いただいているとの説

明があった。 

議題１ 地方大学・地域産業創生交付金事業に係る資金計画について 

議題７．平成３０事業年度における教育研究高度化積立金（目的積立金）の取り崩しについて 

報告事項９．国立大学法人等における剰余金の翌事業年度への繰越しに係る承認について 

 ○ 議題１に関連するため，議題７及び報告事項９についてもあわせて審議・報告された。 

○ 秋重理事から地方大学・地域産業創生交付金事業に係る資金計画について説明があった。 

○ 吉田理事から国立大学法人等における剰余金の翌事業年度への繰越しに係る承認につい

て報告があり，続いて平成３０事業年度における教育研究高度化積立金（目的積立金）の取

り崩しについて説明があった。 

○ 学長から次世代たたら協創センターの建物の建設コストの上昇理由について確認があり，

吉田理事から主な要因は建設資材及び人件費の高騰によるものであるとの説明があった。続

いて秋重理事から建物の設計変更も要因の一部であるとの説明があった。 

○ 学長から予算が逼迫する中，交付金終了時には自走する必要もあるため，外部資金獲得へ

の取組が必要ではないかとの意見があった。 

○ 上野所長から以下の意見があった。 

・ プロジェクトとして次世代たたら協創センターに必要な機能を把握し，島根大学が作り

たい島根大学独自の建物のコンセプトをイメージして，限られた予算のなかで取りまとめ

を行うキーパーソンが必要ではないか。 

・ 外部資金の調達においてもコンセプトがないと獲得できないため，上記のキーパーソン

が外部資金獲得の仕掛けづくりを行う必要があるのではないか。 

・ 資料について，金額だけでなく，どう構想がかわって，どの費用が増加したのか視覚的

に訴える資料が審議において必要ではないか。 

○ 平野副理事から予算が増大している根拠を示す資料が不足しているため，審議できないの

ではないかとの意見があった。 

○ 篠塚監事から審議に必要な資料が不足しているため，審議できないのではないかとの意見

があった。 

○ 宮脇理事から設計業者の積算根拠の妥当性を大学として検証し，一連の書類としてオーソ

ライズする必要があるのではないかとの意見があった。 

○ 千家監事から議題７の議案概要説明書について，目的積立金の使途として「大学負担額の

増加分」との文言は，報告事項９の文部科学省からの「平成３０事業年度における剰余金の

使途の承認申請書」に記載のある「本学の機能強化に資するため，教育，研究及び診療に係

る施設設備等の新規整備，更新並びに改修に充てる」との条件と整合性をとるよう記載の修

正が必要ではないかとの意見があった。 



 

○ 議題１については，１２月１１日（水）の９時から臨時役員会を開催し，再度審議するこ

ととした。議題７については，千家監事からの意見を受け，修正することとしたうえで，議

決された。 

 

議題２ 内部留保金の使用目的変更について 

○ 吉田理事から内部留保金の使用目的変更について説明があり，原案どおり議決された。 

 

議題３ 島根大学知的財産審査委員会規則の制定及び国立大学法人島根大学職務発明規程の

一部改正について 

○ 秋重理事から島根大学知的財産審査委員会規則の制定及び国立大学法人島根大学職務発

明規程の一部改正について説明があった。 

○ 宮脇理事から島根県内には国際特許の専門家がいるため，助言を依頼してはどうかとの意

見があった。 

○ 千家監事から教員への周知のため，教育研究評議会にも報告が必要ではないかとの意見が

あった。 

○ 千家監事から島根大学知的財産審査委員会規則（案）第３条第５号の大学が承継した発明

等の実施許諾及び譲渡については，固定資産に関する規則との整合性を確認する必要がある

のではないかとの意見があった。吉田理事から整合性を確認し，必要があれば固定資産に関

する規則を改正するとの回答があり，原案どおり議決された。 

 

議題４ 国立大学法人島根大学アドバイザー規則の制定について 

○ 学長から国立大学法人島根大学アドバイザー規則の制定について説明があり，原案どおり

議決された。 

 

報告事項１ 令和元年９月末現在の財務状況等について 

○ 令和元年９月末現在の財務状況等については，議題５に関連するため，議題５に先立

ち吉田理事から報告があった。 

 

議題５ 令和元年度補正予算（第１号）（案）について 

○ 吉田理事から令和元年度補正予算（第１号）（案）について説明があり，原案どおり議決

された。 

 

議題６ 令和元年度業務達成基準適用事業について 

○ 吉田理事から令和元年度業務達成基準適用事業について説明があり，原案どおり議決され

た。 

 

協議事項１ 定期モニタリングの実施について 

○ 本件は担当理事欠席のため取り下げとし，今回のテーマである「勤務時間の管理体制」に

ついては，１月開催の役員会において協議することとした。 

 

報告事項２ 平成３０年度に係る業務の実績に関する評価結果について 

○ 荒瀬理事から平成３０年度に係る業務の実績に関する評価結果について報告があった。 

○ 宮脇理事から附属義務教育学校で実施している「未来創造科」については良い取組で

あるため，理解力やコミュニケーション力を育む教育を推進してほしいとの意見があっ

た。 



 

 

報告事項３ 平成３０年度予算・決算について 

○ 吉田理事から第３４４回役員会（令和元年１１月５日開催）で再度検討することとし

ていた平成３０年度予算・決算について報告があった。 

○ 千家監事から来年度以降については，民間企業のセグメント会計を参考に「調整額」

を設ける方式を検討してはどうかとの意見があった。 

 

報告事項４ 令和２年度医学部入学定員増員計画について 

○ 学長から令和２年度医学部入学定員増員計画について，大学設置・学校法人審議会で

の審議の結果，当該設置計画が認められたとの報告があった。 

 

報告事項５ 令和元年度における国立大学法人島根大学の中小企業者に関する契約の方針に

ついて 

○ 吉田理事から令和元年度における国立大学法人島根大学の中小企業者に関する契約の

方針について報告があった。 

 

報告事項６ 島根大学における節電の取組実行計画（令和元年度冬季）について 

○ 吉田理事から島根大学における節電の取組実行計画（令和元年度冬季）について報告

があった。 

 

報告事項７ 附属病院運営状況について 

○ 井川理事から令和元年１０月分の附属病院診療費用請求額等，１１月に開催された病

院経営企画戦略会議及び附属病院運営委員会の議事，附属病院の勤務状況等について報

告があった。 

 

報告事項８ 第１７５回教育研究評議会の議題等について 

○ 学長から第１７５回教育研究評議会の議題等について報告があった。 

○ 報告事項として「島根大学知的財産審査委員会規則の制定及び国立大学法人島根大学

職務発明規程の一部改正について」及び「国立大学法人島根大学アドバイザー規則の制

定について」を追加することとした。 

 ○ 協議事項として「島根大学学位規則の一部改正について」を追加することとした。 


